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１「三河湾環境再生プロジェクト」について

愛知県が進めているプロジェクトで、三河湾を取り巻く沿岸地域の県民、Ｎ

ＰＯ、市町村及び県が一体となって、三河湾の再生に向けた取組の機運を高め

るため、2012年度よりＮＰＯ等の活動支援や他県の活動を踏まえたシンポジウ

ムの開催、三河湾の里海再生に向けた調査活動、生物多様性についての体験型

セミナーが実施されています。

〇NPO等の活動支援

当協会では、『あいち森と緑づくり環境活動・学習推進事業』交付金を活用

し、2012年度より毎年「三河湾環境再生ワークショップ」を実施しています。
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２「三河湾環境再生ワークショップ」の実績

●実施期間：2012年～2022年

●実施場所：三河湾沿岸部、流域内（知多半島、西三河、東三河）

●延べ参加者：約600名

●ワークショップの内容

・座学（琵琶湖での活動事例、各種団体の保全活動の視聴）

・海上視察、海水の調査、三河湾の島めぐり

・流域内のバスによる巡回、河口部から源流部までの踏査

・上流域で活動するNPO団体との交流

・沿岸部における生き物、海岸漂流物の観察

・海浜部でのビーチコーミング、クリーンアップ活動
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３ 滋賀県（琵琶湖流域）との連携、協働について

◆2012年に豊橋市で開催された『三河湾環境再生シンポジウ
ム』における知事対談の中で、当時滋賀県知事の嘉田氏は、「滋
賀県が琵琶湖浄化の活動を始めた頃、矢作川流域での活動は光っ
ていた」という話を持ち出され、矢作川方式による矢作川の流域
管理の話、その流域管理の中心となって活動された故内藤連三氏
（元矢作川沿岸水質保全対策協議会事務局長）の話、豊田市西広
瀬小学校児童による矢作川の透視度測定の話なども紹介され、環
境アセスメント等についても、いろいろ勉強させてもらったとい
う話が非常に印象に残っています。

★愛知県による「三河湾環境再生プロジェクト」は、面積（水
域及び流域）、水域利用、景観、生物などの環境状況など、多く
の共通点を持つ琵琶湖における水質浄化活動に学び、滋賀県と協
働して三河湾の水質浄化を目指しています。
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４ 森と海のつながり､流域レベルの環境管理について

◆森と海はつながっている。⇒上流域～下流域の連携・協働

「森は海の恋人運動」の広がりなど。

■三河湾には、矢作川流域、さらに豊川、境川などの流域など、県域の
広範囲から水が流れ込んでいます。「矢作川方式」による流域管理のあ
り方にも学び、流域レベル、関係する自治体の広域連携などにより、三
河湾の浄化、再生を進める必要があると考えられます。

★流域（環境）管理、広域圏（環境）管理の考え方は、地域主権の強化、
地域循環共生圏の形成にも関連し、水質保全以外についても、地域の抱
える課題、流域における環境容量を考慮し、バランスのとれた土地利用、
メリハリのある環境保全対策を盛り込んだ環境管理計画（愛知モデル）
の策定、推進につながっていけばと考えています。
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